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第２学年「かけ算」の指導一考察 
−図的表現を軸においた「かけ算」指導のあり方−  

久米  央也 * 

滋賀短期大学  幼児教育保育学科  

 

Guidance on “multiplication” for second graders  

-How to focus on diagrams and multiplication guidance - 

 Hideya KUME* 

 

抄録：小学２年におけるかけ算の学習では，九九を暗唱できるようになっても，かけ算の

文章題になると立式につまずく児童が多くなる。文章題を解くには，まず問題の構造を理

解し，解決の糸口を見つけなければならない。そのためには，問題の構造をイメージ化す

ることが大切である。本研究では，児童が問題の構造をイメージ化し解決するためには算

数的表現の中の『図的表現』を，かけ算の学習の導入期に取り入れる必要があると考えた。

先行研究や日本の算数科教育の現状，教科書等を検証するとともに，図的表現をコアにし

た「かけ算」の授業を基に検証した。その結果，児童が問題の構造をイメージ化し解決す

るためには，図的表現を取り入れたかけ算指導を実践していくことが重要であるとした。 

 

キーワード：算数教育  かけ算指導  算数的表現  図的表現  

  

 

１．はじめに                

2 学年で学習するかけ算について小学校学

習指導要領 1)には次のように記載されてい

る。（一部抜粋）  
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内容  A 数と計算  

（ 1）数の構成と表し方に関わる数学的活動

を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。  

(ア )同じ大きさの集まりまとめて数え  

たり、分類して数えたりすること  

（ 3）乗法に関わる数学的活動を通して，次

の事項を身に付けること。  

ア  次のような知識・技能を身に付けるこ

と。  

（ア）乗法の意味について理解し，それら

が用いられる場合について知ること。 

（イ）乗法が用いられる場面を式に表した

り，式を読み取ったりすること。  

（ウ）乗法に関して成り立つ簡単な性質に

ついて理解すること。  

（エ）乗法九九について知り，1 位数

と 1 位数との乗法の計算が確実

にできること。  

（オ）簡単な場合について，2 位数と 1

位数との乗法の計算の仕方を知ること。  

イ  次のような思考力，判断力，表現力を身に
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前回の学習指導要領との大きな違いは

数学的活動について具体的な内容が明記

されたところにある。  

小学校学習指導要領解説算数編 2）では，

数学的活動について次のように述べてい

る。  

「数学的活動とは，事象を数理的に捉えて，

算数の問題を見いだし，問題を自立的，協

働的に解決する過程を遂行することであ

る。数学的活動においては，単に問題を解

決することのみならず，問題解決の過程や

結果を振り返って，得られた結果を捉えし

たり，新たな問題を見いだしたりして，統

合的・発展的に考察を進めていくことが大

切である」 

とある。前回の学習指導要領 3）で新しく取

り入れられた算数的活動は「児童が目的意

識を持って主体的に取り組む算数に関わ

りのある様々な活動」としていたが，今回

の改訂では従来の意味を問題発見，問題解

決の過程に位置付けより明確にしたもの

と言える。 

 かけ算の指導は，低学年算数の中で時間

数においてもその内容においても大変重

要な位置を占める。今回の学習指導要領の

改訂を鑑みて，かけ算指導がどう変わって

いかなければならないのかについて考え

ていきたい。そのために，現在の小学校に

おけるかけ算指導の現状，児童の理解に関

する問題点，教科書の問題点等を調査し，

新しいかけ算指導のあり方について授業

実践例をもとに提案し検証していきたい

と考える。 

 

２  日本のかけ算指導の実際  

2.1 教科書の比較  

 日本のかけ算指導の実際を調査するにあ

たり，文部科学省より検定を受けている６

社の教科書を手掛かりにした。小学校現場

では，そのほとんどが教科書を使い教科書

通りに授業を進めている。もちろん，児童

の実態と教師の独自性や工夫を加味し指

導法に若干の差異は見られるが概ね教科

書がもとになっている。  

 まずは６社の教科書３）～ ８）の導入で使わ

（エ）乗法九九について知り， 1 位数と 1 位

数との乗法の計算が確実にできること。  

（オ）簡単な場合について， 2 位数と 1 位数

との乗法の計算の仕方を知ること。  

イ  次のような思考力，判断力，表現力を身

に付けること。  

（ア）数量の関係に着目し，計算を工夫した

り計算の確かめをしたりすること。  

（イ）数量の関係に着目し，計算を日常生活

に生かすこと。  

〔数学的活動〕  

ア  身の回りの事象を観察したり，具体物を

操作したりして，数量や図形に進んで関

わる活動  

イ  日常の事象から見いだした算数の問題

を，具体物，図，数，式などを用いて解

決し，結果を確かめる活動  

ウ  算数の学習場面から見いだした算数の

問題を，具体物，図，数，式などを用い

て解決し，結果を確かめる活動  

エ  問題解決の過程や結果を，具体物，図，

数，式などを用いて表現し伝え合う活動  

（図 1）  
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れているかけ算場面に着目した。（図２）  

A 社  遊園地での乗り物場面（同じ数だけ乗

っている絵）と同じ数ずつの風船や人

同じ数ずつでない絵も載せている。  

B 社  遊園地での乗り物場面（同じ数だけ乗

っている絵）同じ数ずつの風船や噴水

や人，同じ数ずつでない絵は載せてい

ない。  

C 社  遊園地での乗り物場面（同じ数だけ乗

っている絵）のみ  

同じ数ずつでない絵も載せている。  

D 社  公園で遊具に同じ数だけ乗っている

絵。同じ数ずつでない絵も一つだけ載

せている。  

E 社  遊園地での乗り物場面（同じ数だけ乗

っている絵）と同じ数ずつの風船や噴

水や人，同じ数ずつでない絵も載せて

いる。  

F 社  遊園地での乗り物場面で同じ数だけ

乗っている絵の中で一つだけ乗って

いる人数が同じになっていない。  

 

ここでは，観覧車に４人ずつ乗っていた

り，ボートに３人ずつ乗っていたりと，同

じ人数が乗っている乗り物がいくつ分か

ある場面をもとに，かけ算の概念をつかま

せようとしている。また，同じ数ずつでな

い場面を載せることにより「〇個のいくつ

分」というかけ算の概念の基礎を把握させ

ようとしている。 

 次に，その具体的場面から立式をどう導

いているかについてみてみる。①半具体物

による操作活動②言葉による表現③抽象

化された図を取り入れているかについて

調査した。（図３）  

A 社  具体的図→「〇個ずつ□こ分」→式  

B 社  おはじきによる具体的操作→「一つ分

の数のいくつ分」→式  

C 社  「〇個ずついくつ分」→式  

D 社  ブロックによる具体的操作→「何個ず

つ何個分」→式  

E 社  ブロックによる具体的操作→「〇個の

いくつ分」→式  

F 社  おはじきによる具体的操作→「〇個ず

つ□こ分」→式  

 

2.2 かけ算の導入における課題の考察  

ここで注目すべきことは，言葉の式（〇

個ずつ□こ分）を具体的な絵や抽象化した

具体物（ブロックなど）を基にして導き，

言葉の式から数字による立式を導くとい

う指導がなされているということである。

具体的場面と出会ったときに，児童は「何

個の何個分」という言葉の式を導き，そこ

から立式するという学びの過程を踏んで

いることがわかる。  

 この指導法で課題になるのは，具体的場

面からすぐに言葉の式を導く過程でつま

ずく児童が多いことである。かける数とか

けられる数の順序を間違えたり，同じ数ず

つでない場面でもすぐにかけ算で立式し

てしまうことが多くみられる。また，具体

的場面の絵がなければ立式しにくく，文章

のみのかけ算場面ではイメージが湧かず，

出てきた数字を順に並べて立式する児童

も見られる。  

 そこで，かけ算の具体的場面を見たと

きに，念頭で「〇個のいくつ分」の図が

（図 2）  

 

（図 3）  
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イメージできるかが大切になる。この図

がイメージできれば「〇個のいくつ分」

という言葉の式が自然とイメージでき立

式を間違うこともない。かけ算場面とか

け算の図，言葉の式，立式という 4つの算

数的表現が相互に行き交うことが念頭で

できるようになれば，先に述べた課題は

克服できると考える。  

 

３  かけ算指導における先行研究 
菊池 (1996)は，図的表現の位置づけを３

段階に分けて考えた 10）。場面を具体的に表

した情景図と，問題の構造を表す線分図の

間に，情景図よりは抽象的であるが線分図

よりは具体的で，描いていく上で制約が少

ない図を『中間図』と呼んだ。そして菊池

は，与えられた線分図よりも，もっと自由

に自分なりに図をかいてみることが，情景

を理解し解決へ至ることへの助けになる

ことを明らかにした。  

 田中（ 2003）は， 1 年生のころから具体

的なイメージを持つ前に，たし算やひき算

の式を学んでしまうことが多く，それが彼

らの演算決定力を弱めている，と述べ，絵

や図を書いて考えることの大切さを述べ

ている。 

 図に描いていくうちに，その図は徐々に

抽象化され簡単な記号へと発展していく。

文章を図に自分なりに表していく過程の

大切さを述べている。“教科書の絵はその

関係がわかりやすいように「きれいな図」

を使って説明している。問題がわからない

子が，図にかくことによってその場面を把

握するというのは，実はなかなか難しい”

と述べ「文」→「図」→「式」のステップの

うち，「図」→「式」の場面は比較的子ども

たちに取り組みやすいのだが，「文」→「図」

の場面はそう簡単でないと述べている。  

筆者（ 2018）は「算数科における小学校

入門期の図的表現の研究」12）1 年生「たし

ざん」の授業において，ブロックを使った

操作的活動（操作的表現）とともに，図に

かく活動（図的表現）を取り入れた実践を

行い検証した。その結果 1 年生においても

図的表現をコアにした授業を展開するこ

とで，よりスムーズに立式（記号的表現）

できることが明らかになった。  

 これら先行研究をもとに，かけ算指導に

おいて図的表現をコアに置いた授業の実

践を述べ，その成果について検証していく。 

 

４  かけ算指導の実際  

4.1 かけ算の本質  

児童が学ぶすべての単元に必ず題材の

もつ「ねうち」と「魅力」が潜んでいる。 

その「ねうち」と「魅力」は表裏一体であ

り，それを筆者は「算数のよさ」と呼んで

いる。かけ算の学習の「ねうちと魅力」＝

「算数のよさ」がはっきりし，すっきりす

ると，授業が驚くほどやりやすくなる。つ

まり，無駄のない的確な支援ができるよう

になり，自信をもって，授業を構成できる。 

子どもがかけ算の学習中，「面白い」と感

じるときは，いつなのかを考えたい。  

かけ算を学習している 11 月に，子ども

たちと京阪電車に乗って校外学習に出か

けたときのことである。 A 児が外の景色を

じっと見て，５の段を呟いている。  
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「何を見ているの？」  

と，尋ねると，５つの信号灯が次々に過ぎ

去っていくのが 5 の段に見えるというので

ある。  

「すごいなあ。よくみつけたなあ」  

と，その子をほめながら，ここに「かけ算

って面白い」と感じる本質があると感じた。 

 つまり，その子は「○このいくつ分」で

表された場面が，かけ算という簡単な表現

で表すことができる面白さを感じ取って

いたのである。かけ算の「ねうち」は「記

号化力」である。煩雑な場面も，○この□

つ分という見方をすれば，「○×□」という

すっきりした式に表わすことが，この学習

の本質である。この，「すっきりさ，あざや

かさ」が「魅力」とも言える。  

4.2 お皿図を中核にした授業の実際  

(1)授業の導入（第１～２時）  

 いきなりかけ算の具体的な場面から入

らずに，お皿に貼っているドット（シー

ル）の数を数える活動から入る。  

 「おさらに貼っているシールの数，全

部でいくつかわかるかなあ？」  

と言いながら，少しずつお皿を見せてい

き，シールの数を答えさせる。クイズ感

覚で楽しく学習は進んでいく中で，お皿

にシールが同じ数ずつ貼っているパター

ンと，ばらばらの数が貼っているパター

ンを用意し，交互にクイズをする中で，

パターンの違いに気づかせていく。  

 黒板にグループ分けした２つのクイズ

を並べて ,  

Ｔ「この 2 つのグループには違いがあり

ますよ。わかるかな」  

と，問うていき，かけ算の概念を子ど

もから表現させていくのである。（図４）            

Ｃ「左のグループは，お皿にのっている

シールの数がばらばら。右のグループ

は，お皿にのっているシールの数が同じ

数です」 

Ｃ「右のグループは，お皿に同じ数ずつ

シールがのっています」  

というように，「同じ数ずつ」というキ

ーワードを引き出していくのである。そ

して，それぞれのグループにどんな名前

を付けたらいいのか考えさせる。  

Ｃ「左のグループは『ばらばらグルー

プ』右は『おんなじグループ』」  

というように，「ばらばら」と「同じ数

ずつ」を意識させていく。  

 

 

次に，右のグループ「おんなじグルー

プ」の問題だけ出すことを約束し，さら

に，答え方を (図５ )のように約束する。  

 

 

 

 

 

（図４ ）  

 

（図５ ）  

２この 3 つ分で 6 こです  
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すべての，お皿図を「○この□分で△こ

です。」という答え方をするように約束し，

プリントにクイズの答えを書かせていく。 

あとは，クイズを何回も繰り返して行い，

同じ数ずついくつ分のかけ算場面に視覚

的に慣れさせることと，「○この□分で△

こです。」という表現ができるようにする。 

 お皿図は算数的表現の中で図的表現で

あり，「○この□分で△こです。」は言語的

表現といえる。  

 繰り返し，クイズを出すのだが，同じよ

うなクイズではマンネリ化して面白くな

いので，少し工夫する。  

 例えば，出すスピードを変えたり，お皿

を一つだけ見せて考えさせたり，お皿の数

を変えたりしてバリエーションに変化を

持たせていくのである。  

最後に，紙コップとフタとおはじき 30 個

を 2 人一組に渡して，紙コップの中のおは

じきの数を「○この□分で△こです。」と答

えるゲームをする。片方の子が，紙コップ

の中におはじきを同じ数ずつ入れて，ふた

をし，１つの紙コップの中を見ただけで，

「○この□分で△こです」と言える面白さ

に浸る。 

図的表現（お皿図）が具体的表現（紙コ

ップとおはじき）や言語的表現と結びつ

くことを体験的に学んでいくのである。  

(2)式を学ぶ（第３時）  

 第３時では，「○×□＝△」というかけ算

の式（記号的表現）との出会いである。式

の持つすっきりさ，あざやかさを実感させ

ていく。 

 そこで，まず前時の復習を兼ねて，お皿

図を「○この□分で△」で表す練習をしな

がら，どうして合計数がわかったのか，わ

かるように式に表わすように促していく。

例えば， 2 個の 3 つ分の場合，２＋２＋２

＝６というように表していく。  

 そして，お皿を８枚にして，式にかかせ

ると 

２＋２＋２＋２＋２＋２＋２＋２＝ 16 

となる。ほかにも 4 この 8 つ分や 5 この 9

つ分を式に表現させていくうち，「面倒く

さい」という声が上がってくる。  

このストレスが，かけ算の「すっきりさ」

を実感させる原動力となるので，上手に程

よいストレスをどの子もが感じるように

することが大切である。  

 ストレスが限界点に近づいてきた頃合

を見計らって，かけ算の式と出会わせる。 

 【２個の８つ分で 16 個】は  

２＋２＋２＋２＋２＋２＋２＋２＝ 16 

ではなく，２×８＝ 16 

で表すことができることを教えていく。  

 今まで，たし算で表していた式の下にも，

かけ算の式を書いていく。そうすることで，

かけ算の式がすっきり，あざやかに，簡単

に表せることに気づいていくのである。  

 かけ算の式のよさに気づいた子どもた

ちは，お皿図を式に表わしていく。プリン

トを使って，繰り返し，お皿図を「○この

□分で△」で表すとともに，「○×□＝△」

で表していく。お皿図からすぐに式を作る

のではなく，「○この□分で△」という表現

させることにより，その過程が式に直す手

掛かりになり，間違う児童がほとんどいな

くなるのである。  
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(3) かけ算の問題を作る（第４時）  

第４時からは，お皿図をもとにして，か

け算のお話場面（事象）を作っていく活動

に変わっていく。  

 教科書等では，最初にかけ算のお話場面

から導入されているが，お皿図から，自分

でお話を作ることで，より主体的にかけ算

の具体的な事象を理解しやすいと考える。

子どもたちは，お皿図を見ていると，どん

どんかけ算のお話問題が浮かんでくるよ

うで，想像力を働かせて，無限にお話問題

が広がっていく。  

授業では，まず，お皿図を見せて，シー

ルの数を尋ねる問題をみんなで考えてい

く。文型はこちらで持っているが，できる

だけ自分たちで考えたように仕向けてい

くことが大切である。  

 子どもたちと，次のようなお話問題を作

っていく。 

 

この文型を，常に前に貼っておき，これ

をもとに，違うお皿図でも，お話問題を作

らせる。 

 次に，シールを違うものに変えてお話

問題を考えさせる。お皿図の下にシール

の代わりにイチゴをのせた図を提示し

て，お話問題が作れるかどうか考えさせ

る。 

「シールがイチゴに変身した！」  

と，子どもたちは，簡単にお話問題を作り

始める。あとは，この「イチゴ」の部分を

いろいろなものに変身させて問題を自由

に作らせればいいのである。  

 イチゴをリンゴにしたり，花にしたり，

ポケモンにしたり，どんどん問題を作って

いく。 

 プリントには，問題を書くところ，絵を

かくところ，お皿図，言葉の式，そしてか

け算の式をかくところを作っておき，自由

に問題を何問も作らせていく。  

ここで大切なことは，具体的な事象（お

話問題・絵）とお皿図を意識して結びつけ

るような支援を打つことである。お話から

お皿図が思い浮かぶように，発表では，お

話だけを聞いて，全員にお皿図を書かせた

り，絵だけ見せて，全員にお皿図や言葉の

式，かけ算を考えさせたり，発表した作品

から，様々な発問を工夫する。  

「この子の問題を，お皿図にするとどうな

るかな？」 

「この絵を見て，この子のお話問題を言え

る人？」 

おさらにシールが２つずつのってあります。このおさ

らが３つあります。  

シールはぜんぶでなんこでしょう。  

 

おさらにイチゴが２つずつのっています。このおさら

が３つあります。イチゴはぜんぶでなんこでしょう。  （図６）  
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「この子の問題から，お皿図と式を言える

かな？」 

などである。  

 

 

（ 4）かけ算の問題を作る（第５時）  

第５時は前時に引き続いてお話問題作

りをするが，本時はお皿も変身させる。  

 教師側から「お皿を変身させましょう」

とは決して言わず，子どもが「自分からお

皿も変身させたい」という願いを持つよう

に仕向けていくことが大切である。  

 まず，前時に子どもたちが作った問題を，

プロジェクターを使って，大画面で紹介し

ていく。 

 そして，お皿も変身させているお話問題

を２～３問最後に紹介し，今までの問題と

の違いを考えさせる。すると，子どもたち

から「おさらも変身！」というキーワード

がでてくる。（そこで板書） 

 「みんなも，お皿を変身してお話問題を

作ることができるかな」  

と，問いかけていき，作ってみたいという

思いを持たせていく。  

最初は，丁寧に一緒に 1 問作っていき，

どのようにしたら作れるか，文型を示す中

で見通しを持たせていく。次に，3×4＝ 12

の問題をプリントに自由に作らせる。この

とき，お皿から離れられない子がいても，

無理させず，自分で変身できるよう見守っ

ていくことが大切である。シールとお皿が

何に変身したのかを，意識化させ，想像が

広がるように支援していく。  

 ある程度，どの子もが問題を２問以上作

ったことを見計らって，交流へと移る。  

 まず最初に指名するのは，お皿を丸いも

の，たとえば「蜂の巣」や「池」などに変

身した問題を紹介する。その後，円いもの

でないもの，たとえば「花瓶」「家」「電線」

などに変身させて問題を作った子を指名

し発表させる。できるだけ多くの子に発表

させることで「こんなものもいいのか」「僕

は次，○○にしよう」というように，思い

が膨らみ，問題のバリエーションが増えて

いく。 

 大切なことは，お話問題とお皿図，言葉

の式，かけ算の式との関係を常に問い返し

ていくことである。特に，お皿が全く違う

ものに変身したお話問題でも，すぐにお皿

図が浮かんでくるように，何度も何度も，

お皿図を書かせるように指導していくこ

とが大切である。  

 

 

 

 

 

 

 

（図７）  
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(5)  かけ算の問題を作る（第６時）  

問題作りに入るまでに，お皿図から式，

式からお皿図がパッとわかるかどうか，簡

単なクイズをする。３分ほどのクイズだが，

毎時間繰り返すことで，お皿図と式が，念

頭で自然に連動できるようになる。  

次に，前時に作った子どもの問題の紹介

をする。ここで紹介する問題は，事前にチ

ェックしておき，これから作る子どもたち

がイメージを膨らませやすい問題を選ん

でおくことが大切である。提示の仕方は，

今までと同じように，問題だけ見せてお皿

図を考えさせたり，絵だけ見せて問題やお

皿図，式を考えさせたりと，バリエーショ

ンを変えて，マンネリ化しないように工夫

をすることが大切である。  

友だちの発想豊かなお話問題を聞くこ

とで，もっと問題を作ってみたいという思

いが湧いてくる。  

そこで，「かけ算お話問題集」と書かれた

表紙になる厚紙を配布し，自分で作った問

題をどんどんためていくようにしていく。

2 年生は，小さな「できた」を貯めていく

ことに惹かれる学年であり，自分の作った

お話問題を，貯めていくこの活動は２年生

の発達特性に適合していると。  

児童が作成した問題を，プリントにして，

宿題にする。親子で問題に取り組んだ後，

プリントの裏に新しい問題を作る家族も

出てくる。 

(6) かけ算を作る（２の段～５の段）  

（第７～ 10 時） 

九九を暗記し暗唱できることが，かけ算

学習の本質ではない。暗記力は算数の力と

は直接関係していない。  

 しかし，九九を暗記するということは，

これからの算数の学習を充実したものに

していくための大切なスキルである。だか

ら，しっかりと暗記させることも大切であ

る。 

 では，どんな学習にすれば，かけ算の学

習で身につけさせたい大切な力も身につ

き，しかも，九九もしっかりと暗記できる

ようになるのだろうか。  

 まず，子どもたちに九九という日本に伝

わる素晴らしい産物について，その必要性，

有難味について話す。  

 お皿図に 9×9 の図を見せて，いくつあ

るかすぐに答えさせる。９＋９＋９＋・・・

というように計算させるのだが，だんだん

面倒くさくなってくる。そこで，「九九 81」

を提示し，九九という便利なものがあるこ

とを教えるのである。  

「九九は『魔法の呪文』です。だから覚え

ておくと便利です。」  

と，話す。 

 このように，まず，九九を学習すること

（図 7）  

 

２×３の問題  

（おさら図）  

 
 

おさらにリンゴが３このっています。そのおさらが３つずつ

あります。リンゴは全部でなんこでしょう。  

 

２×３の問題  

 

 
 

電線ににすずめが２わとまっています。その電線が３本

ずつあります。すずめは全部でなんわでしょう。  

 

（図８）  

 

）  
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の意義を教えることが大切である。  

 「九九は暗記するもの」という思い込み

が教師にも子どもにもあると思うが，クラ

スのみんなで九九を作っていく学習を展

開する。単なる暗記ではなく，かけ算の意

味理解にもつながり，何より自分で作った

のだから愛着もあり長期記憶にも繋がる

と考える。 

まず２の段から作っていく。図９を黒板

に掲示し，答えがいくつになるのか，どう

してそうなるのか説明できるように，絵や

ドットや式で跡を残す方法を考えさせる。 

 

  

ここで大切なことは，いきなり全員にプ

リントを配布し，「では，やってみましょう」

と解決を任せてしまわないことである。  

 最初の発問では，どんな方法がありそう

ですか？と問い、何人かに発表させる。  

 例えば，お皿に音符を２個ずつかく子が

いたり，花を 2 個ずつかく子がいたり，捨

象して○をかく子がいたりする。それぞれ

のアイデアを発表して黒板に貼っておく

ことが大切である。  

 

 

あとの，自力解決で友だちのアイデアを

真似しやすいようにするためである。また，

それぞれのアイデアには名前を付けてお

く。（図 10） 

 このように，解決を任せるまでに，学び

の見通しを持たせることが大切である。  

 自力解決では，各自，自分の方法で 2 の

段の答えがどうしてそうなるかをわかる

ようにプリントにかいていく。  

 この時，どの子がどんな方法で考えよう

としているのかをしっかりとみとってお

くこと，すぐに動き出せない子に，「黒板を

見て自分のやりやすい方法でやってごら

ん」と，解決の糸口を示すこと，新しいア

イデアを考えた子にはちょっとおおげさ

に誉めること，など，臨機応変に的確な支

（図９）  

 

）  

 

（図 10）  

 

）  
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援を無駄なくしていく必要がある。  

 ある程度解決できたころを見計らって

交流に移る。黒板に掲示してある図に，そ

れぞれの方法を発表させ名前を付けてい

く。この表は次の時間（ 3 の段）の見通し

を持たせるのに必要になってくる。（図 12） 

 ここで，「前たし法」というアイデアが出

てきているが，これは，前の段の答えに 2

を足すと次の段の答えになることに気が

付いた子が考えた方法である。最終的に， 

このアイデアが九九を作る大切な考えに

なるのだが，この時点では一つのアイデア

として置いておく。  

 

  

徐々にこのアイデアのよさに惹かれて，

最終的にはすべての子がこの考え方を使

うようになるのである。最初から教えない

ことが大切である。  

 ２の段の表が完成したら次は「２の段の

呪文」を教える。唱え方はこちらでしっか

りと教えていく。  

 家でも，宿題で暗唱をさせていく。意欲

が持てるように，カードを作り，唱えたら

色を塗っていくカード，シールを貼ってい

くカードなど学級の実態に応じてカード

を作っていく。  

 次の時間からは，３の段，５の段，４の

段の順で九九を自分で作成させていく。こ

の活動を繰り返すことで，九九を主体的に

学んでいけるようになる。  

 残りの６の段から９の段はお皿図が書

いている九九カードを自分で作成させ，練

習させていく。  

 

５  おわりに 

授業実践を通して，お皿図を中核におい

たかけ算指導について検証する。 

 筆者は、算数科における小学校入門期の

図的表現の研究（ 2018 久米）で，図的表現

が１年生においても有効に働くことを検

証した。「たしざん」の実践を通し，１年生

は操作活動が中心であるという固定概念

が児童の発達特性から根強く息づいてい

たが，図的表現が算数指導において重要で

あることがわかってきた。また，教師が与

えた図をかくのではなく，子ども自らが作

りだした図を使って表現することが有効

であることも明らかになった。  

 ここでは，かけ算の指導の実践を通して，

『お皿図』という中間図を軸に置き図的表

現の有効性について検証した。どの教科書

も，具体的場面から操作的活動を学び，そ

の後記号化（立式）を学んで行く学習過程

が組まれている。ここに図的表現があまり

見られない。今回の実践では，ここに図的

表現を組み込むことで問題を『イメージ化』

することができたと考える。最後のまとめ

（図 11）  

 

）  
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テストでは，多くの児童が解答する過程に

おいて，『お皿図（図的表現）』を描いてか

ら答えを求めていることからもわかる。  

低学年において，この事象をイメージ化

することは，今後算数を学ぶ上で大切であ

ると考える。図的表現を低学年の算数指導

に積極的に取り入れることの重要性が見

えてきた。 

今後も，低学年の他の単元における図的

表現によるイメージ化を軸においた算数

指導について検証を重ねていきたいと考

える。 
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